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の取り組み

～「都市OS」による新しい街づくり～

「センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」
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都市OS（ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ･ｼｽﾃﾑ)



都市OSが生み出す効果・価値



都市OSが生み出す効果・価値



九大COI拠点がめざすもの

本拠点が目指すものは、新しい街づくり、

街の活性化のために、都市の持続的な

変化・成長を可能にする社会システム基盤

（都市OS）と持続性ある事業構造（ビジネス

モデルと事業組織）の構築を産学官連携で

実現すること



北大COIシンポジウム資料

１．九大COI拠点が目指すもの

２．都市の現状と課題、目指す目標と理想

３．都市OSと世界のスマートシティプロジェクト

４．九大COI拠点の体制と実証実験キャンパス

５．社会実装へ向けた連携と事業開拓



人口の都市集中・持続性の課題

世界的に都市部への人口集中が続いている。
都市化率（都市部に住む人口の割合）は、先進国では
2010年時点ですでに70～80％に達しており、
2050年には90％と大部分の人口が都市に住むことに
なる。



都市と地方の環境変化

人口増大 環境問題

社会の多様化
グローバル化

震災 交通問題

過疎化
少子高齢化



都市化に伴うさまざまな問題を解決する
動きが世界に広がっているが、ポイントは
技術だけでなく社会システムやあり方その
ものを変え、新しい社会・ビジネスモデル
を創造することである。

●住民目線であること
●オープンであること
●イノベーティブ（革新的）であること

●住民を主体とした公共機関や産学とのコラボレーション
●サービスによるイノベーション
●規制への挑戦

■サービス創造に向けた視点

社会システム改革の必要性

2013年7月10日、日本経済新聞



国際連合：持続可能な開発目標（SDGｓ）



ISO37120：都市サービスとQOL指標



世界経済フォーラム：トップ10の都市革新



ICT活用による新しい都市・社会づくり

2013 2014 2015 2016



都市OSの実現モデル

CPS(Cyber Physical System） 実社会→計算機→実社会

実世界の様々な事象をモデリング。サイバー空間にて解析し、実世界にフィードバック
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都市OSに必要な技術例



都市OSに必要なデータ例



都市OS（ブリストル/UK）



都市OS（ブリストル/UK）

（産学官連携）



都市OS（ブリストル/UK、他）

ブリストルの都市OS コペンハーゲンの都市OS

バルセロナの都市OS会津若松の都市OS



社会実装（事業化）に必要なもの
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学（研究者）の体制



学（研究者）のフォーメーション



研究メンバー（村上教授と松尾研究員）
によるベンチャー起業



産学官の体制（参画機関一覧）



九大キャンパス実証実験と福岡での新しい街づくり



九大キャンパス実証実験と福岡での新しい街づくり

社会の様々な異種混合データを活用



キャンパス実証実験から福岡地域・社会実装へ



伊都キャンパス：社会実証実験キャンパス



共進化社会システムイノベーション施設：伊都キャンパス



伊都キャンパスでのモビリティ系データ収集・解析



伊都キャンパスでのエネルギー系データ収集・解析

• 再生エネルギーと系統電力の統合利用
• 水素エネルギーの多様な利用形態
• エネルギーマネジメントの実証
• 省エネルギー技術の効果の計測
• 新技術の導入の課題抽出
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社会実装基盤

“街づくり”に必要な３つの社会実装基盤

社会実装

① 技術基盤
（都市OS）

③ 地域連携基盤
新産業創出基盤

② 事業基盤
（事業化フィールド）



九大COI拠点が目指す社会と３つのサービス



社会実装へ向けたシナリオ

資金

連携機関

ベンチマーク

自治体、公的事業を行う企業（街づくり事業体、エリアマネージメント
事業体、自治体新電力など）、SPC（特定目的会社）顧客

初期投資：外部資金獲得（金融機関からの融資、企業からの投資、
補助金申請）

運営原資：エリアマネージメント運営費、電気代徴収費（電気代
削減効果を運営原資に充てる）

自治体：福岡県、福岡市、春日市、みやまSE、肝付町、他自治体
企業：ハウステンボス（ハピロボ）、N社、K社、D銀行、N銀行

ブリストル/英国、バルセロナ/スペイン
会津若松

生産物

ソフトウェア（サービスアプリ、解析アルゴリズム、データ活用基盤）
ハードウェア（燃料電池、センサー、表示パネル）
結合システム、統合システム
都市OS実装・事業化ノウハウ、エリアマネージメント事業体（SPC)



社会実装へ向けたシナリオ

④ スマートシティ開発事業
FUKUOKA SMART EAST
（九大箱崎跡地開発）

② エネルギーマネジメント事業
再エネ活用・エネルギー効率運用
（九大筑紫＋春日地区防災拠点化）

③ 行政・市民サービス創出事業
自治体新電力との地方創生事業
（みやまスマートエネルギー協業）

（地方自治体連携）

① 産学連携による製品化
燃料電池、センサー、
解析ソフト、統合システム



社会実装へ向けたスケジュール



社会実装事例１：
伊都キャンパスから企業連携で製品化

エネルギー
システム

モビリティ
システム

行政
システム

市民サービス
システム

都市OSプラットフォーム
（データ共有・解析・活用）

大規模な都市センシングを実現する住民参加型の都市サービス基盤

・複数の組織や個人が都市サービス基盤を運用するモデル

・簡易に設置・運用が可能

・機能や運用規模を目的に応じて変更できるカスタマイズ性

・基盤間のデータ共有の仕組み

・プライバシ保護

・少ないデータでも使える解析機能

・世界中で利用されると都市規模から地球規模までのモデリングが実現

産業用燃料電池 普及型エネファーム

❸協働・共有型モビリティ

❹道路維持管理支援

❷車両とハブ空間のリデザイン

❶マルチモーダル情報提供

モビリティサービス
アプリケーション

市民生活支援サービス
アプリケーション

❸ナッジ（市民の行動変容）

❷見守りサービス

❶電力見える化



対象施設一覧

社会実装事例２：
春日公園プロジェクトで産学官連携で事業化



春日公園周辺公共施設における地産地消型低炭素化構想
ー環境省：公共施設等先進的ＣＯ２排出削減対策モデル事業ー

社会実装事例２：
春日公園プロジェクトで産学官連携で事業化



社会実装事例３：
自治体新電力との行政・市民サービス創出事業



社会実装事例３：
自治体新電力との行政・市民サービス創出事業



社会実装事例４：
スマートシティ開発事業での新しい街づくり



① 社会の変化を支え、進化する「都市OS」開発
：先進性と競争力ある技術資産の構築・蓄積

② 福岡・九州から研究開発・実証実験・社会実装へ
：社会実装通じて具体的なノウハウ・課題抽出
：技術資産、成功モデルの共有（シェア）・普及へ

③ 産学官連携でイノベーション創出のしくみ作りへ
：事業化組織（開発・実装・運営）の構築

Center for Co-Evolutional Social System

共進化社会システム創成拠点

まとめ


